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1. 関連マニュアル 
 
システムを安全にご使用いただくため、システムを構成する機器・装置のマニュアルや取扱

説明書などを必ず入手し、「安全上のご注意」「安全上の要点」など安全に関する注意事項を

含め、内容を確認のうえ、使用してください。 
本資料に関連するオムロン株式会社（以下、オムロン）のマニュアルは以下のとおりです。 
 

メーカ Man.No. 形式 マニュアル名称 
オムロン SBCA-349 形 CJ2M-CPU□□ 

形 CJ2H-CPU6□ 
形 CJ2H-CPU6□-EIP 

CJ シリーズ CJ2 CPU ユニット 
ユーザーズマニュアル ハードウェア編 

オムロン SBCA-350 形 CJ2M-CPU□□ 
形 CJ2H-CPU6□ 
形 CJ2H-CPU6□-EIP 

CJ シリーズ CJ2 CPU ユニット 
ユーザーズマニュアル ソフトウェア編 

オムロン SBCD-342 形 CJ1W-EIP21 
形 CJ2H-CPU6□-EIP 
形 CJ2M-CPU3□ 

EtherNet/IPTMユニット 
ユーザーズマニュアル 

オムロン SBCA-337 － CX-Programmer  
オペレーションマニュアル 

オムロン 0969584-7 形 W4S1-05□ 
形 W4S1-03B 

産業用スイッチングハブ W4S1 シリーズ 
ユーザーズマニュアル 

オムロン 2272074-5 形 FH-1050/3050 
形 FH-1050/3050-□0 

画像処理システム 取扱説明書 

オムロン SDNB-712 形 FH-1050/3050 
形 FH-1050/3050-□0 

画像センサ FH/FZ5 シリーズ  
画像処理システム ユーザーズマニュアル 

オムロン SDNB-713 形 FH-1050/3050 
形 FH-1050/3050-□0 

画像センサ FH/FZ5 シリーズ  
画像処理システム  
処理項目機能リファレンスマニュアル 

オムロン SDNB-714 形 FH-1050/3050 
形 FH-1050/3050-□0 

画像センサ FH/FZ5 シリーズ  
画像処理システム ユーザーズマニュアル  
通信設定編 

オムロン SDNB-715 形 FH-1050/3050 
形 FH-1050/3050-□0 

画像センサ FH シリーズ  
画像処理システム  
オペレーションマニュアル  
Sysmac Studio 編 

オムロン 1636843-6  形 FZ-M08 液晶モニタ 取扱説明書 
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2. 用語と定義 
 

用語 説明・定義 
ノード プログラマブルコントローラやデバイスは EtherNet/IP ポートを介して

EtherNet/IP ネットワークに接続されます。EtherNet/IP はネットワーク

に接続された、それぞれの EtherNet/IP ポートを 1 ノードとして認識し

ます。 
2 つの EtherNet/IP ポートを実装したデバイスが EtherNet/IP ネットワー

クに接続されている場合、EtherNet/IP はこのデバイスを 2 ノードとして

認識します。 
EtherNet/IP はネットワークに接続された、これらのノード間でデータを

交換することにより、プログラマブルコントローラ間の通信やプログラ

マブルコントローラ/デバイス間の通信を実現します。 
タグ EtherNet/IP ネットワーク上で交換されるデータの最小単位をタグと呼

びます。タグはネットワーク変数名、または、物理アドレスとして定義

され、各デバイスのメモリエリアに割り付けられます。 
タグセット EtherNet/IPネットワークでは、複数のタグで1つのデータ単位を構成し、

このデータ単位を交換することができます。データ交換のために複数の

タグで構成された、データ単位をタグセットと呼びます。オムロン製プ

ログラマブルコントローラの場合、1 つのタグセットに、8 個までのタグ

を構成することができます。 
タグデータリンク EtherNet/IP では、ユーザプログラムを必要とせず、タグやタグセットを

ノード間でサイクリックに交換することができます。EtherNet/IP に標準

的に実装されている、この機能をタグデータリンクと呼びます。 
コネクション データの同期性を保証するデータ交換の単位をコネクションと呼びま

す。コネクションはタグやタグセットで構成されます。指定したノード

間で、同期的なタグデータリンクを開設することを「コネクションを張

る」と呼びます。コネクションが張られると、そのコネクションを構成

するタグやタグセットは指定されたノード間で同期的に交換されます。 
オリジネータとター

ゲット 
タグデータリンクを行うためには、一方のノードが、「コネクション」と

呼ぶ通信回線を開設要求（オープン）します。 
コネクションを開設（オープン）する方を「オリジネータ」と呼び、コ

ネクションを開設（オープン）される方を「ターゲット」と呼びます。 
タグデータリンクパ

ラメータ 
タグデータリンクの設定において、「タグ設定」「タグセット設定」「コネ

クション設定」の内容を一括にまとめた設定データのことを指します。   
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3. 注意事項 
 
(1) 実際のシステム構築に際しては、システムを構成する各機器・装置の仕様をご確認のう

え、定格・性能に対し余裕を持った使い方をし、万一故障があっても危険を最小にする

安全回路などの安全対策を講じてください。 
(2) システムを安全にご使用いただくため、システムを構成する各機器・装置のマニュアル

や取扱説明書などを入手し、「安全上のご注意」「安全上の要点」など安全に関する注意

事項を含め、内容を確認のうえ使用してください。 
(3) システムが適合すべき規格・法規または規制に関しては、お客様自身でご確認ください。 
(4) 本資料の一部または全部を、オムロン株式会社の許可なしに複写、複製、再配布するこ

とを禁じます。 
(5) 本資料の記載内容は、2015 年 2 月時点のものです。 

本資料の記載内容は、改良のため予告なく変更されることがあります。 
 
本資料で使われているマークには、次のような意味があります。 
 

 

正しい取り扱いをしなければ、この危険のために、時に軽傷・

中程度の傷害を負ったり、あるいは物的損害を受けたりする恐

れがあります。 
 

 使用上の注意 

製品が動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施または回避す

べきことを示します。 
 

 参考 

必要に応じて読んでいただきたい項目です。 
知っておくと便利な情報や、使用するうえで参考となる内容について説明しています。 

 
図記号の説明 
  

 

△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。 
具体的な内容は、△の中と文章で示します。 
左図の場合は、「一般的な注意」を表します。 
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4. 概要 
 
本資料は、オムロン製画像処理システム（FH シリーズ）を、プログラマブルコントローラ

CJ シリーズ＋EtherNet/IP ユニット（以下、PLC）と、EtherNet/IP で接続する手順とその確

認方法をまとめたものです。 
「6.EtherNet/IP の設定内容」と「7.EtherNet/IP の接続手順」で記載している設定内容および

設定手順のポイントを理解することにより、EtherNet/IP のタグデータリンクを動作させるこ

とができます。 
本資料では、CJ シリーズ EtherNet/IP ユニットおよび CJ シリーズ CJ2 CPU ユニットの

EtherNet/IP 内蔵ポートを総称して、「EtherNet/IP ユニット」と表記します。 
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5. 対象機器とデバイス構成 
 

5.1. 対象機器 
接続の対象となる機器は以下のとおりです。 
 
メーカ 名称 形式 

オムロン CJ2 CPU ユニット 形 CJ2□-CPU□□ 

オムロン EtherNet/IP ユニット 
形 CJ1W-EIP21 
形 CJ2H-CPU6□-EIP 
形 CJ2M-CPU3□ 

オムロン FH センサコントローラ 形 FH-1050/3050 
形 FH-1050/3050-□0 

オムロン 1200 万画素ハイスピードカメラ 
400 万画素ハイスピードカメラ 
200 万画素ハイスピードカメラ 
30 万画素ハイスピードカメラ 
 
500 万画素デジタルカメラ 
200 万画素デジタルカメラ 
30 万画素デジタルカメラ 
30 万画素ハイスピードカメラ 
30 万画素小型デジタルカメラ 
30 万画素小型デジタルカメラペンタイプ 
インテリジェントコンパクトカメラ 
 

形 FH-SC12/SM12 
形 FH-SC04/SM04 
形 FH-SC02/SM02 
形 FH-SC/SM 
 
形 FZ-SC5M2/S5M2 
形 FZ-SC2M/S2M 
形 FZ-SC/S 
形 FZ-SHC/SH 
形 FZ-SFC/SF 
形 FZ-SPC/SP 
形 FZ-SQ010F/SQ050F 
形 FZ-SQ100F/SQ100N 

 
 

 使用上の注意 

本資料の接続手順および接続確認では、上記対象機器の中から 5.2.項に記載された形式およ

びバージョンの機器を使用しています。 
5.2 項に記載されたバージョンより古いバージョンの機器は使用できません。 
上記対象機器の中から 5.2.項に記載されていない形式、あるいは 5.2.項に記載されているバ

ージョンより新しいバージョンの機器を使用する場合は、取扱説明書などにより仕様上の差

異を確認のうえ、作業を行ってください。 

 

 
参考 
本資料は通信確立までの接続手順について記載したものであって、接続手順以外の操作、設

置および配線方法は記載しておりません。機器の機能や動作に関しても記載しておりませ

ん。取扱説明書を参照するか、オムロンまでお問い合わせください。 
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5.2. デバイス構成 
本資料の接続手順を再現するための構成機器は以下のとおりです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
メーカ 名称 形式 バージョン 

オムロン CPU ユニット 
（内蔵 EtherNet/IP ポート） 

形 CJ2M-CPU32 Ver.2.0 
(Ver.2.12) 

オムロン 電源ユニット 形 CJ1W-PA202  
オムロン スイッチングハブ 形 W4S1-05C Ver.1.00 
－ DC24V 電源 

（スイッチングハブ用） 
－  

オムロン CX-One 形 CXONE-AL□□C-V4 
/AL□□D-V4 

Ver.4.□□ 

オムロン CX-Programmer （CX-One に同梱） Ver.9.52 
オムロン Network Configurator （CX-One に同梱） Ver.3.56 
－ パソコン(OS：Windows 7) －  
－ USB ケーブル 

（USB2.0 準拠 B コネクタ） 
－  

－ LAN ケーブル（Ethernet カテゴリ 5 
以上の STP（シールドツイストペア）

ケーブル） 

－  

オムロン FH センサコントローラ 形 FH-3050-20 Ver.5.32 

オムロン カメラ 形 FZ-SC2M  
オムロン カメラケーブル 形 FZ-VS  
オムロン モニタ（アナログ RGB モニタ） 形 FZ-M08  
オムロン モニタケーブル 形 FZ-VM  
オムロン モニタ変換コネクタ 形 FH-VMRGB  
－ USB 接続マウス －  
－ DC24V 電源 

（FH センサコントローラ用） 
－  

－ DC24V 電源（モニタ用） －  
 
  

形 CJ2M-CPU32 
（内蔵 EtherNet/IP ポート） 

USB ケーブル 

パソコン（CX-One、
インストール済み、 
OS：Windows 7） 

DC24V
電源 

LAN 
ケーブル 

形 W4S1-05C 

形 FH-3050-20 形 FZ-SC2M 

USB 接続マウス 

形 FZ-VS 

 

DC24V
電源 

DC24V
電源 

形 FZ-M08 

形 FZ-VM 
形 FH-VMRGB 
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 使用上の注意 

CX-Programmer および Network Configurator は、本項記載のバージョン以降に、オートア

ップデートしてください。 
なお、本項記載のバージョン以外を使用すると、7 章以降の手順に差異があることがありま

す。その場合は、「CX-Programmer オペレーションマニュアル」(SBCA-337) および「Network 
Configurator のオンラインヘルプ」を参照して、手順と同等の処理を行ってください。 

 

 参考 
DC24V 電源（スイッチングハブ用）に使用可能な電源仕様は、「産業用スイッチングハブ 
W4S1 シリーズ ユーザーズマニュアル」(0969584-7)を参照してください。 

 

 参考 
DC24V 電源（FH センサコントローラ用）に使用可能な電源仕様は、「画像処理システム 取

扱説明書」(2272074-5)を参照してください。 

 

 参考 
DC24V 電源（モニタ用）に使用可能な電源仕様は、「液晶モニタ 取扱説明書」(1636843-6)
を参照してください。 

 

 参考 
本資料では PLC との接続に USB を使用します。USB ドライバのインストールについては、

「CJ シリーズ CJ2 CPU ユニット ユーザーズマニュアル ハードウェア編」(SBCA-349)の
「付-5 USB ドライバのインストール」を参照してください。 
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6. EtherNet/IP の設定内容 
 
本資料で設定するパラメータおよびタグデータリンクの割り付けの仕様を示します。 
 

6.1. パラメータ 
本資料で設定するパラメータの設定内容を以下に示します。 
 

6.1.1. EtherNet/IP 通信設定 
PLC と FH センサコントローラを EtherNet/IP で接続するためのパラメータは、以下になりま

す。 
 

設定項目 PLC（ノード 1） FH センサコントローラ 
（ノード 2） 

ユニット番号 0 － 
ノードアドレス 1 2 
IP アドレス 192.168.250.1 192.168.250.2 
サブネットマスク 255.255.255.0 255.255.255.0 
Fieldbus － EtherNet/IP 
出力制御 － ハンドシェイク（初期設定値） 
タイムアウト [s] － 10.0（初期設定値） 
※本資料では、同一セグメント内の接続のため、ゲートウェイの設定は不要です。 

 

 使用上の注意 

FH センサコントローラでは、各信号の変化が通信相手に認識されない現象を避けるため、

出力制御を初期設定値の［ハンドシェイク］のまま使用することを推奨します。 
FH センサコントローラの［出力制御］を［なし］に設定した場合、RPI の間隔が、FH セン

サコントローラ側の出力時間(ON、OFF)より長くなっていると、FH センサコントローラ側

の信号の変化を正しく認識できない場合があります。 
詳細は、「画像センサ FH/FZ5 シリーズ 画像処理システム ユーザーズマニュアル 通信設定

編」(SDNB-714) の「第 2 章 外部装置との接続と通信方法」－「EtherNet/IP で通信する」

－「EtherNet/IP でのデータ交換のしくみ」－「EtherNet/IP の通信周期について(RPI) 」を

参照してください。 
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6.1.2. コネクション設定 
FH センサコントローラのコネクション設定は、以下になります。 
FH センサコントローラでは、入力および出力共に、コネクションタイプを Point to Point に
設定します。 
タイムアウト値は、FH センサコントローラの計測処理時間より長くなるように設定します。 
FH センサコントローラは、計測間隔が短い場合や計測処理の負荷が大きい場合、シーングル

ープ切替などのコマンド処理に時間がかかる場合、通信処理よりも計測処理や制御処理を優

先します。よって、一時的に外部装置と FH センサコントローラの通信ができなくなり、通

信エラーになる場合があります。そのため、タイムアウト時間を、FH センサコントローラの

処理時間より十分長く設定してください。 
 

コネクション割付 設定値 
コネクション I/O タイプ Consume Data From / Produce Data To 
オリジネータデバイス 入力タグセット D10100 - [48 Byte] 

コネクションタイプ Point to Point connection 
出力タグセット D10000 - [20 Byte] 
コネクションタイプ Point to Point connection 

ターゲットデバイス 出力タグセット Input_101 - [48 Byte] 
入力タグセット Output_100 - [20 Byte] 

パケットインターバル(RPI) 50 ms 
タイムアウト値 パケットインターバル(RPI) x 4 
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6.2. タグデータリンクの割り付け 
FH センサコントローラのタグデータリンクの割り付けは、以下になります。 
 
 出力エリア  入力エリア 
D10000CH 

 
D10009CH 

（PLC→FH センサコ

ントローラ） 
20 バイト 

D10100CH 
 

D10123CH 

（FH センサコントロ

ーラ→PLC） 
48 バイト 

 
■出力エリア詳細 

アドレス 
ビット 

説明 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

D10000 ERC
LR - - - - - - XEX

E - - - - - - STE
P EXE 命令エリア 

D10001 - - - - - - - - - - - - - - - DSA  制御入力(2CH) 
D10002 CMD-CODE  コマンドコード

(2CH) D10003 
D10004 

CMD-PARAM  コマンドパラメー

タ（最大 6CH） 

D10005 
D10006 
D10007 
D10008 
D10009 

EXE：コマンド実行ビット：ON すると指定したコマンドを実行 
STEP：計測実行ビット：ON すると計測を実行 
XEXE：計測中コマンド実行ビット：ON すると Fieldbus フロー制御実行中に、コマンド

実行を指示 
ERCLR：エラークリアビット：ON すると FH センサコントローラのエラー信号をクリア 
DSA：データ出力要求ビット：ON すると次のデータ出力を要求 
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■入力エリア詳細 

アドレス 
ビット 

説明 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

D10100 ERR - - - - XW
AIT 

XBU
SY 

XFL
G - - - RU

N OR - BUS
Y FLG 応答エリア 

D10101 - - - - - - - - - - - - - - - GAT
E  制御出力(2CH) 

D10102 CMD-CODE  コマンドコード
(2CH) D10103 

D10104 RES-CODE  レスポンスコード
(2CH) D10105 

D10106 RES-DATA  レスポンスデータ
(2CH) D10107 

D10108 DATA 0 データ出力エリア 
D10109 

 

出力データ 0 
(2CH) 
～ 

出力データ 7 
(2CH) 

D10110 DATA 1 D10111 
D10112 DATA 2 D10113 
D10114 DATA 3 D10115 
D10116 DATA 4 D10117 
D10118 DATA 5 D10119 
D10120 DATA 6 D10121 
D10122 DATA 7 D10123 

FLG：コマンド完了ビット：コマンドを実行完了したときに ON 
BUSY：コマンド実行中ビット：コマンドを実行中に ON 
OR：総合判定ビット：総合判定の結果が NG の場合に ON 
RUN：運転画面ビット：運転モードの場合に ON 
XFLG：計測中コマンド完了ビット：Fieldbus フロー制御実行、入力したコマンドが完了

（XBUSY：ON→OFF）したときに ON 
XBUSY：計測中コマンド実行中ビット：Fieldbus フロー制御実行、入力したコマンドが実

行中のときに ON 
XWAIT：計測中コマンド待機ビット：Fieldbus フロー制御実行、コマンド入力が可能なと

きに ON 
ERR：エラー信号：FH センサコントローラが、異常を検出したときに ON 
GATE：データ出力完了ビット：データ出力が完了したときに ON 

 
 

 参考 
コマンドコードおよびレスポンスコードの詳細は、「画像センサ FH/FZ5 シリーズ 画像

処理システム ユーザーズマニュアル 通信設定編」(SDNB-714)の「第 3 章 付録」－「コ

マンド制御」－「PLC リンク、EtherNet/IP、EtherCAT のコマンド詳細」を参照してくださ

い。 
 

  



7．EtherNet/IP の接続手順 

 12 

7. EtherNet/IP の接続手順 
 
本章では、FH センサコントローラと PLC を EtherNet/IP で接続するための手順について記載

します。 
本資料では、PLC および FH センサコントローラが工場出荷時の初期設定状態であることを

前提として説明します。機器の初期化については「8.初期化方法」を参照してください。 
 

7.1. 作業の流れ 
EtherNet/IP のタグデータリンクを動作させるための手順は以下のとおりです。 
 

7.2.FH センサコントローラの設定  FH センサコントローラの設定を行います。 
▼   

 7.2.1.パラメータ設定  FH センサコントローラのパラメータを設定しま

す。 
▽   

7.3.PLC の設定  PLC の設定を行います。 
▼   

 7.3.1.ハード設定  EtherNet/IP ユニットのハードスイッチを設定し、ネ

ットワークの配線を行います。 
▼   

 7.3.2.CX-Programmer の起動と PLC オ

ンライン接続 
 CX-Programmer を起動し、PLC とオンライン接続し

ます。 
▼   

 7.3.3.I/O テーブルの作成と IPアドレス

の設定 
 PLC の I/O テーブルを作成し、IP アドレスを設定しま

す。 
▽   

7.4.ネットワークの設定  EtherNet/IP のタグデータリンクの設定を行います。 
▼   

 7.4.1.Network Configurator の起動と

PLC オンライン接続 
 Network Configurator を起動し、PLC とオンライン接

続します。 
▼   

 7.4.2.ネットワーク構成のアップロー

ド 
 ネットワーク構成のアップロードを行います。 

▼   
 7.4.3.タグの設定  送信エリアと受信エリアのタグを登録します。 

▼   
 7.4.4.コネクションの設定  設定したタグに対して、ターゲットデバイスとオリジ

ネータのタグを関連付ける設定を行います。 
▼   

 7.4.5.タグデータリンクパラメータの

転送 
 設定したタグデータリンクパラメータを PLC に転送

します。 
▽   

7.5.EtherNet/IP 通信の確認  EtherNet/IP のタグデータリンクが正しく実行されて

いることを確認します。 
▼   

 7.5.1.接続状態の確認  EtherNet/IP の接続状態を確認します。 
▼   

 7.5.2.データ送受信の確認  正しいデータが送受信されていることを確認します。 
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7.2. FH センサコントローラの設定 
FH センサコントローラの設定を行います。 
 

7.2.1. パラメータ設定 
FH センサコントローラのパラメータを設定します。 
 

1 FH センサコントローラのコネ

クタの位置を、右図をもとに確

認します。 
 
※Ethernet コネクタのうち、

PORT2（下のポート）のみ、

EtherNet/IP 通信に使用できま

す。PORT1（上のポート）や

EtherCAT 用コネクタは、

EtherNet/IP に使用できませ

ん。 

 
 
                      カメラ 
                      コネクタ 
 
 
Ethernet コネクタ 
 
 
USB コネクタ 
 
 
DVI-I コネクタ 
 
                      電源端子 
                      コネクタ 
 
 

2 「5.2.デバイス構成」に示すよう

に、FH センサコントローラにカ

メラ、モニタ、USB 接続マウス、

DC24V 電源（FH センサコント

ローラ用）と LAN ケーブルを接

続します。 
モニタに、DC24V 電源（モニタ

用）を接続します。 

 
 
LAN ケーブル 
 
USB 接続マウス              カメラ 
       
 
 モニタ 
                    DC24V 電源 
DC24V 電源 

3 LAN ケーブルで、スイッチング

ハブと接続します。 
スイッチングハブに、DC24V 電

源（スイッチングハブ用）を接

続します。 
 
 
 
 

 
     LAN ケーブル 
 
 
 DC24V 電源 

4 FH センサコントローラおよび

モニタの電源を投入します。 
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5 FH センサコントローラの初回

電源投入時のみ、モニタ画面に、

[Language setting]ダイアログが

表示されますので、[Japanese]
を選択し、［OK］をクリックし

ます。 
 
 
 
言語設定に問題なければ、［Yes］
をクリックします。 

 

 

6 FH センサコントローラのモニ

タに表示された[FZ-PanDA]ウィ

ンドウのメニューバーから、［外

部ツール］－［システム設定］

を選択します。  

7 画面ツリーから、［システム設

定］―［スタートアップ］―［ス

タートアップ設定］を選択しま

す。 
 
設定画面が表示されますので、

［通信モジュール］タブを選択

します。 

 
 

 

8 ［通信モジュール］画面が表示

されますので、[Fieldbus]のプル

ダウンメニューから

[EtherNet/IP]を選択します。 
 
 
 
選択後、画面下部の［適用］を

クリックします。［閉じる］をク

リックして、［システム設定］画

面を閉じます。 
 
※右画面の説明のとおり、［シ

ステム設定］画面で変更した

内容は、本体に保存後、再起

動させて設定値が有効になり

ます。 
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9 メニューバーから、［機能］－［本

体に保存］を選択します。 

 

10 ［本体に保存］ダイアログが表

示されますので、内容を確認し、

[OK]をクリックします。 

 

11 メニューバーから、［機能］－［コ

ントローラ再起動］を選択しま

す。 

 

12 ［システム再起動］ダイアログ

が表示されますので、内容を確

認し、[OK]をクリックします。 
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13 再起動後、メニューバーから、

［外部ツール］－［システム設

定］を選択します。  

14 画面ツリーから、［システム設

定］―［通信］－［Ethernet:無
手順(UDP)］を選択します。 

 

15 表示される画面で、［アドレス設

定 2］の［アドレス設定］の［次

の IP アドレスを使う］を選択し、

以下の値を設定します。 
 
・IP アドレス：192.168.250.2 
・サブネットマスク：

255.255.255.0 
 
※形 FH-1050 などの Ethernet
ポートが、1 種類だけの FH セ

ンサコントローラを使用する

場合も、必ず、［アドレス設

定 2］を使用してください。 
 
 
設定後、［適用］をクリックしま

す。 
 
 
※値を変更するには、IP アドレ

スの各オクテットの右側にあ

る［ ］をクリックします。

すると右図のようにテンキー

パッドが表示されますので、

マウスの操作で値を入力しま

す。入力後、テンキーパッド

の[OK]をクリックします。 
 
 
 
 

 
 
※値の変更方法 
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16 画面ツリーから、［システム設

定］―［通信］－[EtherNet/IP]
を選択します。 

 

17 ［設定］画面が表示されますの

で、以下のように設定されてい

ることを確認します。 
・出力制御：ハンドシェイク 
・タイムアウト [s]：10.0 

 
 
 
 
［閉じる］をクリックして、［シ

ステム設定］画面を閉じます。 

 

 

18 本項の手順 9および 10と同様の

手順で、メニューバーの［機能］

－［本体に保存］を実行します。 

 

19 本項の手順 11 および 12 と同様

の手順で、メニューバーの［機

能］－［コントローラ再起動］

を実行します。 
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7.3. PLC の設定 
PLC の設定を行います。 
 

7.3.1. ハード設定 
EtherNet/IP ユニットのハードスイッチを設定し、ネットワークの配線を行います。 
 

 使用上の注意 

電源 OFF 状態で設定してください。 

 

1 PLC およびスイッチングハブの

電源がOFF状態であることを確

認します。 
 
※電源 ON 状態だと、以降の操

作において手順どおりに進め

ることができない場合があり

ます。 

 

2 EtherNet/IP ユニット前面のハー

ドスイッチの位置を、右図をも

とに確認します。 

 

3 ユニット番号設定スイッチを、

[0]に設定します。 

 

4 ノードアドレス設定スイッチ

を、以下のとおり初期値に設定

します。 
NODE No.x161：0 
NODE No.x160：1 

 
※IP アドレスを

「192.168.250.1」に設定しま

す。 
 
※デフォルトでは、上位 3 オク

テットは「192.168.250」固定

で、ノードアドレス設定スイ

ッチで設定した値が自 IP アド

レスの第 4 オクテットとなり

ます。 
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5 PLC の EtherNet/IP ポートに

LAN ケーブルを、USB ポートに

USB ケーブルを接続し、「5.2 デ
バイス構成」のように、パソコ

ンおよびスイッチングハブと

PLC を接続します。 

 

6 PLC およびスイッチングハブの

電源を投入します。 
 

7 7 セグメント LED に、設定され

ている IP アドレスが右から左に

かけて流れるように表示されま

す。その後、正常動作中は IP ア

ドレスの下位 8ビットが 16進数

で表示されます。 

 

  

パソ

コン LANケーブル 

PLC 

USB ケーブル 

電源ユニット 

スイッチングハブ 

CPU ユニット 
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7.3.2. CX-Programmer の起動と PLC オンライン接続 
CX-Programmer を起動し、PLC とオンライン接続します。 
CX-One と USB ドライバをあらかじめパソコンにインストールしてください。 
 

1 CX-Programmer を起動します。 
 
※起動時に、アクセス権確認用

のダイアログが表示される場

合、起動する選択を行ってく

ださい。 

 

2 CX-Programmer が起動します。 

 

3 メニューバーから、[PLC]－［自

動オンライン接続］－［直接接

続］を選択します。 

 

4 ［直接接続］ダイアログが表示

されますので、［接続形式］の

［USB 接続］を選択します。 
［接続］をクリックします。 
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5 右図のダイアログが表示されま

すので、内容を確認し、［いいえ］

をクリックします。 

 

6 右図のダイアログが表示され、

自動接続が実行されます。 

 

7 オンライン接続状態になったこ

とを確認します。 
 

※「 アイコン」が押された（凹

（へこ）んだ）状態であれば、

オンライン接続状態です。 

 

 

 参考 
PLC とオンライン接続ができない場合は、ケーブルの接続状態等を確認してください。 
あるいは、手順 1 に戻って、設定内容を確認して各手順を再実行してください。 
詳細については、「CX-Programmer オペレーションマニュアル」(SBCA-337)の「第 6 章 PLC
との接続」を参照してください。 

 

 参考 
以降の手順で説明している各種ダイアログは CX-Programmer の環境設定によっては表示さ

れない場合があります。 
環境設定の詳細については、「CX-Programmer オペレーションマニュアル」(SBCA-337)の
「3-4 CX-Programmer の環境設定（［ツール］｜［オプション］）」から、 
「■[PLC]タブの設定」を参照してください。 
本資料では、「PLC に影響する操作はすべて確認をする」の項目がチェックされている状態

を前提に説明します。 
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7.3.3. I/O テーブルの作成と IP アドレスの設定 
PLC の I/O テーブルを作成し、IP アドレスを設定します。 
 

1 PLC の動作モードが「運転モー

ド」あるいは「モニタモード」

になっている場合は、以下の①

～③の手順にて「プログラムモ

ード」に変更します。 
 
①CX-Programmer のメニュー

バーから[PLC]－［動作モー

ド］－［プログラム］を選択

します。 
 
②右図のダイアログが表示され

ますので、問題がないことを

確認し、［はい］をクリックし

ます。 
※ダイアログ表示に関する設定

については前ページの「参考」

を参照してください。 
 
③CX-Programmer のプロジェ

クトワークスペースにある、

PLC 機種右側の表示（右図参

照）が「プログラムモード」

になっていることを確認しま

す。 

 

 

 
 

 
（プロジェクトワークスペース） 

2 CX-Programmer のメニューバ

ーから、[PLC]－［PLC 情報］－

［I/O テーブル・ユニット設定］

を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［PLC の I/O テーブル］ウィン

ドウが表示されます。 
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 使用上の注意 

手順 3 以降の I/O テーブル作成および転送を実行すると、PLC がリセットされます。I/O テ

ーブル作成および転送を実行するときは安全を確認してから行ってください。 

 

3 ［PLC の I/O テーブル］ウィン

ドウのメニューバーから、［オプ

ション］－［I/O テーブル作成］

を選択します。 
 
 
 
右図のダイアログが表示されま

すので、問題がないことを確認

し、［はい］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
右図のダイアログが表示されま

すので、問題がないことを確認

し、［はい］をクリックします。 
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4 ［転送［PLC→パソコン］］ダイ

アログが表示されますので、［I/O
テーブル］と［高機能ユニット

設定データ］にチェックを入れ、

［転送］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
転送が完了すると［転送結果］

ダイアログが表示されます。 
ダイアログ中のメッセージを確

認し、転送に失敗していないこ

とを確認します。 
 
右図のとおり、 
「転送成功：1 ユニット」 
「転送失敗：0 ユニット」 
と表示が出ていれば、I/O テーブ

ルの作成は正常終了していま

す。 
 
[OK]をクリックします。 

  
 

 
 

 

5 ［PLC の I/O テーブル］ウィン

ドウの［内蔵ポート／インナー

ボード］の左側の［＋］をクリ

ックし、[CJ2M-EIP21]を表示さ

せます。 
 
※右図は、「5.2.デバイス構成」

に示す CPU ユニット（内蔵

EtherNet/IP ポート）になりま

す。他の利用可能な

EtherNet/IP ユニットを使用し

た場合、表示位置や名称は異

なります。 
 
[CJ2M-EIP21]を選択し、マウス

の右ボタンをクリックして、［高

機能ユニット設定の編集］を選

択します。 
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6 ［パラメータの編集］ダイアロ

グが表示されますので、[TCP/IP]
タブを選択します。 
 
［IP アドレス］欄に次の設定を

行います。 
・次のアドレスを使用する： 

選択 
・IP アドレス：192.168.250.1 
・サブネットマスク：

255.255.255.0 
 
［転送［パソコン→ユニット］］

をクリックします。 

 

 

7 右図のダイアログが表示されま

すので問題がないことを確認

し、［はい］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
転送完了が表示されたことを確

認して、[OK]をクリックします。 
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8 右図のダイアログが表示されま

すので、内容を確認し、［はい］

をクリックします。 
 
 
 
 
ユニット再起動が実行される

と、右図のダイアログが表示さ

れますので、内容を確認し、[OK]
をクリックします。 

 

 

9 IP アドレスが正しく変更された

ことを確認するために、［照合］

をクリックします。 

 

10 照合一致が表示されたことを確

認し、[OK]をクリックします。 

 

11 ［パラメータの編集］ダイアロ

グの[OK]をクリックします。 
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7.4. ネットワークの設定 
EtherNet/IP のタグデータリンクの設定を行います。 
 

7.4.1. Network Configurator の起動と PLC オンライン接続 
Network Configurator を起動し、PLC とオンライン接続します。 
 

1 ［PLC の I/O テーブル］ウィン

ドウの[CJ2M-EIP21]を選択し、

マウスの右ボタンをクリックし

て、［専用ツール起動］－［設定

を引き継いで起動］を選択しま

す。 
 
［専用ツール選択］ダイアログ

が表示されますので、[Network 
Configurator]を選択し、[OK]をク

リックします。 

 

 

2 Network Configurator が起動し

ます。 
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 使用上の注意 

以降の手順を実施する前に、LAN ケーブルが接続されていることを確認ください。 
接続されていない場合、各機器の電源を OFF にしてから LAN ケーブルを接続してください。 

 

3 メニューバーから、［オプショ

ン］－［インターフェースの選

択］－[CJ2 USB/Serial Port]を選

択します。 

 

4 メニューバーから、［ネットワー

ク］－［接続］を選択します。 
 

5 ［インターフェースの設定］ダ

イアログが表示されますので、 
以下の設定になっていることを

確認します。 
ポートタイプ：USB 
通信ポート：OMR0 
通信速度：115200 Bit/s 

 
[OK]をクリックします。  

6 ［接続ネットワークポートの選

択］ダイアログが表示されます

ので、[Back Plane]－
[CJ2M-EIP21]の順にツリーを開

き、[TCP:2]を選択します。 
 
[OK]をクリックします。 
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7 ［接続ネットワークの選択］ダ

イアログが表示されますので、

内容を確認し、[OK]をクリック

します。 

 

8 正しくオンライン接続できた場

合、図示の場所が青に変わりま

す。  
 
 

 参考 
PLC とオンライン接続ができない場合は、ケーブルの接続状態等を確認してください。 
あるいは、手順 3 に戻って、設定内容を確認して各手順を再実行してください。 
詳細については、「EtherNet/IPTMユニットユーザーズマニュアル」(SBCD-342)の「第 6 章 タ
グデータリンク機能」－「6-2-9 Network Configurator のネットワーク接続手順」を参照して

ください。 
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7.4.2. ネットワーク構成のアップロード 
ネットワーク構成のアップロードを行います。 
 

1 メニューバーから、［ネットワー

ク］－［アップロード］を選択

し、ネットワーク上の機器情報

を読み込みます。 

 

2 右図のダイアログが表示されま

すので、問題がないことを確認

し、［はい］をクリックします。 

 

3 ［対象デバイス］ダイアログが

表示されますので、

[192.168.250.1]と
[192.168.250.2]をチェックしま

す。 
 
[OK]をクリックします。 
 
※ダイアログに[192.168.250.1]
と[192.168.250.2]が表示され

ていない場合は、［追加］を

クリックし、アドレスを追加

してください。 
 
※ダイアログに表示されるアド

レスは、Network Configurator
の使用状況により、変わりま

す。 

 

4 デバイスパラメータの読み出し

が実行され、完了すると右図の

ダイアログが表示されますの

で、内容を確認し、[OK]をクリ

ックします。 
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5 アップロード後の［ネットワー

クウィンドウ］上において、各

ノードの設定 IP アドレスが以下

に更新されていることを確認し

ます。 
ノード 1 の IP アドレス： 

192.168.250.1 
ノード 2 の IP アドレス： 

192.168.250.2 
 
※FH センサコントローラのア

イコンは、[FH Series]になり

ます。 

 

 

6 ノード 2 のデバイスを右クリッ

クし、［パラメータ］－［編集］

を選択します。 

 

7 ［デバイスパラメータの編集］

ダイアログが開きますので、以

下の値であることを確認し、

[OK]をクリックします。 
 Input Size ：48 
 Output Size ：20 
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7.4.3. タグの設定 
送信エリアと受信エリアのタグを登録します。 
対象となるノードの受信設定、送信設定の順序で説明します。 
 

1 Network Configurator の［ネット

ワークウィンドウ］上でノード 1
のデバイスを右クリックし、［パ

ラメータ］－［編集］を選択し

ます。  

2 ［デバイスパラメータの編集］

ダイアログが表示されますの

で、［タグセット］タブを選択し

ます。 

 

3 ［タグセット］タブの内容が表

示されますので、［入力-受信］タ

ブを選択し、［タグ編集］をクリ

ックします。 
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4 ［タグの編集］ダイアログが表

示されますので、［入力-受信］タ

ブを選択し、［新規］をクリック

します。 
ここでは、ノード 1 が受信する

エリア（ノード 2→ノード 1）を

登録します。 

 

5 ［タグ設定］ダイアログが表示

されますので、各パラメータを

以下のように入力します。 
タグ名：D10100（ノード 1 への

入力データ先頭アドレス） 
サイズ：48 (Byte) 

 
入力後、［登録］をクリックしま

す。 

 

6 再度、［タグ設定］ダイアログが

表示されますので、［閉じる］を

クリックします。 
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7 ［出力-送信］タブを選択し［新

規］をクリックします。 
ここでは、ノード 1 が送信する

データ（ノード 1→ノード 2）を

登録します。 

 

8 ［タグ設定］ダイアログが表示

されますので、各パラメータを

以下のように入力します。 
 
タグ名：D10000（ノード 1 から

の出力データ先頭アドレス） 
サイズ：20 (Byte) 

 
入力後、［登録］をクリックしま

す。 

 

9 再度、［タグ設定］ダイアログが

表示されますので、［閉じる］を

クリックします。 
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10 登録終了後、［タグの編集］ダイ

アログの[OK]をクリックしま

す。 

 

11 右図のダイアログが表示されま

すので、問題がないことを確認

し、［はい］をクリックします。 

 

12 ［デバイスパラメータの編集］

ダイアログに戻りますので、［コ

ネクション］タブを選択します。 
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7.4.4. コネクションの設定 
設定したタグに対して、ターゲットデバイス（コネクションを開設される側）のタグと、

オリジネータ（コネクションを開設する側）のタグを関連付ける設定を行います。 
 

1 「未登録デバイス一覧」の中に

ある[192.168.250.2]を選択し、

図示の［↓］をクリックします。 

 

2 ［登録デバイス一覧］に

[192.168.250.2]が登録されます

ので、[192.168.250.2]を選択し

ている状態で、［新規］をクリッ

クします。 

 

3 ［コネクション割付］ダイアロ

グが表示されますので、［コネク

ション I/O タイプ］のプルダウン

メニューから[Consume Data 
From / Produce Data To]を選択

します。 
同様に、［オリジネータデバイ

ス］および［ターゲットデバイ

ス］の各設定欄に、次の表に示

す値を設定します。 

 

 
■コネクション割付の設定 

コネクション割付 設定値 
コネクション I/O タイプ Consume Data From / Produce Data To 
オリジネータデバイス 入力タグセット D10100 - [48 Byte] 

コネクションタイプ Point to Point connection 
出力タグセット D10000 - [20 Byte] 
コネクションタイプ Point to Point connection 

ターゲットデバイス 出力タグセット Input_101 - [48 Byte] 
入力タグセット Output_100 - [20 Byte] 
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4 正しく設定されていることを確

認し、［登録］をクリックします。 

 

5 ［詳細パラメータ］が表示され

ますので、以下の値を設定しま

す。 
・パケットインターバル(RPI)： 

50.0 ms 
・タイムアウト値：パケットイ

ンターバル(RPI) x 4 
 
［簡易表示］をクリックすると、

手順 4 の画面に戻ります。 

 

 

 

 

使用上の注意 

FH センサコントローラでは、RPI を、4ms 以上に設定してください。 

 

 

使用上の注意 

FH センサコントローラは、計測間隔が短い場合や計測処理の負荷が大きい場合、シーング

ループ切替などのコマンド処理に時間がかかる場合、通信処理よりも計測処理や制御処理を

優先します。よって、一時的に外部装置と FH センサコントローラの通信ができなくなり、

通信エラーになる場合があります。 
そのような場合、タイムアウト値を以下のように設定してください。 
「RPI 値」×「タイムアウト値」＞FH センサコントローラの処理時間 
FH センサコントローラのタイムアウト値の詳細は、「画像センサ FH/FZ5 シリーズ 画像処

理システム  ユーザーズマニュアル通信設定編」(SDNB-714)の「第 2 章 外部装置との接続

と通信方法」―「EtherNet/IP 接続時の通信方法」を参照してください。 

 
 

6 ［登録］をクリックします。 

 

7 再度、［コネクション割付］ダイ

アログが表示されますので、［閉

じる］をクリックします。  
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8 ［デバイスパラメータの編集］

ダイアログに戻りますので、

[OK]をクリックします。 

 

9 コネクションの割り付けが終わ

ると、［ネットワークウィンド

ウ］のノード 2 のデバイスアイ

コンに、登録されたノードアド

レスが表示されます。 
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7.4.5. タグデータリンクパラメータの転送 
設定したタグデータリンクパラメータを PLC に転送します。 
 

1 ［ネットワークウィンドウ］上

でノード 1 のデバイスを右クリ

ックし、［パラメータ］－［ダウ

ンロード］を選択します。 

 

2 右図のダイアログが表示されま

すので、問題がないことを確認

し、［はい］をクリックします。 

 

3 タグデータリンクパラメータ

が、Network Configurator から

PLC にダウンロードされます。 

 

4 右図のダイアログが表示されま

すので、内容を確認し、[OK]を
クリックします。 
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7.5. EtherNet/IP 通信の確認 
EtherNet/IP のタグデータリンクが正しく実行されていることを確認します。 
 

7.5.1. 接続状態の確認 
EtherNet/IP の接続状態を確認します。 
 

1 EtherNet/IP のタグデータリンクが

正常に行われていることを PLC
（EtherNet/IP ユニット）の LED で

確認します。 
 
正常時の LED 状態は以下のとおり

です。 
MS：緑点灯 
NS：緑点灯 
COMM：黄点灯 
100M または 10M：黄点灯 

 
 
 
 
 

 

2 FH センサコントローラの LED を確

認します。 
 
正常時の LED 状態は以下のとおり

です。 
POWER：緑点灯 
ERROR：消灯 
NET RUN2：緑点灯 
LINK/ACT2：橙点滅 

（パケット送受信時に点滅） 

 

3 タグデータリンクが正常に行われて

いることを Network Configurator の
［デバイスモニタ］ウィンドウのス

テータス情報で確認します。 
 
［ネットワークウィンドウ］上のノ

ード 1 のデバイスアイコンを右クリ

ックし、［モニタ］を選択します。 
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4 右図は［デバイスモニタ］ウィンド

ウの［ステータス 1］タブの内容で

す。 
 
右図と同じ項目にチェックが入って

いれば、タグデータリンクは正常に

行われています。 
 
［閉じる］をクリックします。 

  

5 メニューバーから、［ネットワーク］

－［接続解除］を選択し、オフライ

ン状態にします。 
 

6 右図の場所が青から灰色に変わりま

す。 

 

 

7 メニューバーから、［ファイル］－

［Configurator の終了］を選択し、

Network Configurator を終了しま

す。 

 
 

  

数字：ノード番号 

青：コネクション正常 



7．EtherNet/IP の接続手順 

 42 

7.5.2. データ送受信の確認 
正しいデータが送受信されていることを確認します。 
 

 
ラダーセクションウィンドウまたはウォッチウィンドウで導通／現在値モニタ

中に、誤操作により、PLC メモリが意図せずに変更されると、CPU ユニットの

動作モードにかかわらず、接続された機器が動作する恐れがあります。 
ラダーセクションウィンドウまたはウォッチウィンドウで導通／現在値モニタ

する場合は、十分に安全を確認してから操作を行ってください。 
 

 

1 PLC の動作モードが、［プログラム

モード］であることを確認します。 
 
※プログラムモードでない場合は、

「7.3.3.I/O テーブルの作成と IP
アドレスの設定」の手順 1 を参考

に、プログラムモードにしてくだ

さい。 

 

 

2 メニューバーから、[PLC]－［PLC
情報］－［PLC メモリ］を選択しま

す。 

 

3 ［PLC メモリ］ウィンドウが表示さ

れますので、［PLC メモリ］ウィン

ドウのリストから、[D]をダブルクリ

ックします。 
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4 メニューバーから、［表示］－［表示］

－[BIN]を選択します。 

 

5 メニューバーから、［オンライン］－

［モニタ］を選択します。 

 

6 ［メモリエリアのモニタ］ダイアロ

グが表示されますので、[D]にチェッ

クが入っていることを確認し、［モニ

タ］をクリックします。 

 

7 [D]ウィンドウの［先頭チャネル］に

「10000」を入力します。 
 
先頭チャネルが[D10000]に変わっ

たことを確認します。 

 

8 [D10002]の 12 ビットと 4 ビット、

[D10003]の 4 ビットを各々選択し、

［セット］をクリックします。（セッ

ト後、値は「1」になります。） 
 
次に、[D10000]の 0 ビットを［セッ

ト］します。 
 
※[D10002]および[D10003]は「コマ

ンドコード」用エリアで、計測実

行コマンド[00101010(Hex)]にな

ります。 
[D10000]の 0 ビットは「コマンド

実行(EXE)」フラグです。 

 
 

 



7．EtherNet/IP の接続手順 

 44 

9 計測が完了し、モニタの画面に[OK]
が表示されます。 

 

10 ［D］ウィンドウの「先頭チャネル」

欄に「10100」を入力します。 
先頭チャネルが[D10100]に変わっ

たことを確認します。 

 

11 [D10100]～[D10105]が以下の値に

なっていることを確認します。 
 D10100:bit15(ERR)：0 
 D10103/D10102 
（コマンドコード）：0010/1010 
：手順 8 での設定データ 

 D10105/D10104 
（レスポンスコード）：

0000/0000：正常終了 
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8. 初期化方法 
 
本資料では、工場出荷時の初期設定状態であることを前提としています。 
初期設定状態から変更された機器を利用される場合には、各種設定を手順どおりに進めるこ

とができない場合があります。 
  

8.1. PLC の初期化 
PLC を初期設定状態にするためには、CPU ユニットの初期化と EtherNet/IP ユニットの初期

化が必要になります。初期化前に PLC をプログラムモードにしてください。 
 

8.1.1. EtherNet/IP ユニット 
①CX-Programmer のメニューバーから[PLC]－［PLC 情報］－［I/O テーブル・ユニット設

定］を選択します。 
［PLC の I/O テーブル］ウィンドウから、EtherNet/IP ユニットを選択し、マウスの右ボタ

ンをクリックし、メニューから［高機能ユニット設定の編集］を選択します。 

 
 

②［パラメータの編集］ダイアログで、［リスタート］をクリックします。 
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③実行確認のダイアログが表示されますので、問題がないことを確認し、［はい］をクリック

します。次に、［ユニットのリスタート］ダイアログが表示されますので、［出荷時設定に戻

して再起動］を選択し、[OK]をクリックします。 
実行完了のダイアログが表示されますので、内容を確認し、[OK]をクリックします。 

 
 

8.1.2. CPU ユニット 
CPU ユニットの設定を初期設定状態に戻すためには、CX-Programmer のメニューバーか

ら[PLC]－［メモリオールクリア］を選択します。［メモリオールクリア確認］ダイアログ

で、［初期化を実行する］を選択し、[OK]をクリックします。 

 

 
 

8.2. FH センサコントローラの初期化 
FH センサコントローラの初期化方法については、「画像センサ FH/FZ5 シリーズ 画像処理

システム ユーザーズマニュアル」(SDNB-712)の「第 1 章 操作を開始する前に」－「コン

トローラを初期化する」を参照してください。  
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9. 改訂履歴 
 

改訂記号 改訂年月日 改訂理由・改訂ページ 
A 2013 年 9 月 13 日 初版 
B 2015 年 2 月 26 日 FH センサコントローラバージョンアップによる画面変更 

コネクション設定を入出力共に、Point to Point connection に

設定（6.1.2.項追加、7.4.4.項の手順 3～手順 5 画面変更） 
出力制御がハンドシェイクであることを確認（6.1.1.項に項目

と注意追加、7.2.1.項の手順 16～手順 17 追加、7.4.4.項の手

順 5 の後に注意追加） 
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